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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】多数の人に利用される共同便所、病院等の便器
を経由する、ウィルス等の感染を簡易な方法で防止する
感染防止方法を提供する。
【解決手段】便器の蓋３の下面、便座２の下面、便座開
口部の内面のいずれか１以上に、気体状の二酸化塩素を
発生するシート状の二酸化塩素発生源４を設け、二酸化
塩素発生源４より二酸化塩素を発生させ、二酸化塩素に
より便器の内部の細菌、ウィルス等を滅殺または不活性
化して、便器経由の病原体感染を防止する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便器の蓋の下面、便座の下面、便座開口部の内面のいずれか１以上に、気体状の二酸化
塩素を発生するシート状の二酸化塩素発生源を設け、
　この二酸化塩素発生源より二酸化塩素を発生させ、
　この二酸化塩素により便器の内部の細菌、ウィルス等を滅殺または不活性化して、便器
経由の病原体感染を防止する、感染防止方法。
【請求項２】
　便器の蓋の下面に前記二酸化塩素発生源を設ける、請求項１の感染防止方法。
【請求項３】
　便座開口部の内面に前記二酸化塩素発生源を設ける、請求項１の感染防止方法。
【請求項４】
　便座の下面に前記二酸化塩素発生源を設ける、請求項１の感染防止方法。
【請求項５】
　前記いずれか１以上に前記二酸化塩素発生源を、必要に応じて離脱できるように装着す
る、請求項１の感染防止方法。
【請求項６】
　前記シート状の二酸化塩素発生源を前記いずれか１以上に接着する、請求項１の感染防
止方法。
【請求項７】
　前記シート状の二酸化塩素発生源を両面接着テープにより接着する、請求項６の感染防
止方法。
【請求項８】
　前記二酸化塩素発生源が可撓性である、請求項６の感染防止方法。
【請求項９】
　前記二酸化塩素発生源が、亜塩素酸塩から成る第一の成分を含浸した第一の多孔質層、
酸性物質またはｐＨ緩衝剤から成る第二の成分を含浸した第二の多孔質層から成り、前記
第一の多孔質層と前記第二の多孔質層が直接又は第三の多孔質層を介して接合された積層
体である、請求項１の感染防止方法。
【請求項１０】
　前記第一の成分または前記第二の成分の少なくとも一方が吸湿性物質を含む、請求項９
の感染防止方法。
【請求項１１】
　前記第三の多孔質層が吸湿性物質を含む、請求項９の感染防止方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は便器経由の病原体感染を簡便に防止する感染防止方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　使用済み医療器具等を二酸化塩素ガスにより滅菌・消毒（ウィルス・カビ等の滅殺また
は不活性化を含む。以下同様）する方法は、特開２００３－２８４７６４（特許文献１）
等に開示され、公知である。
【０００３】
　特許文献１には、体内に挿入して使用された医療器具を、予備洗浄した上で、二酸化塩
素水溶液に浸漬した後、二酸化塩素ガス雰囲気に置くことにより器具の外部を、中空部内
に二酸化塩素水溶液を流通させた後、二酸化塩素ガスを通して器具の内部を、それぞれ滅
菌・消毒する方法が記載されている。
【０００４】
　しかし、患者、保菌者等が使用した便器を経由するウィルス等の感染を防止することは
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、医療器具等の処理と同様に重要である。特に不特定多数の人が使用する共同便所の便器
や、複数の患者が使用する病院の便器は、患者または保菌者がら多数の未感染者への広範
な二次感染を生じて、大きな被害をもたらすおそれがある。
【０００５】
　特許５５１９５０８（特許文献２）には、複数の区画を設けた液体浸透可能な容器の、
区画内に臭気防止、殺菌のための材料を含む微粒子材料を詰め、便器（主に小便器）に吊
るして用いる、消臭及び衛生（殺菌）のための器具（便器アタッチメント）が記載されて
いる。
【０００６】
　しかし、この器具は小便器内につるして用いるため、容器の中の臭気防止、殺菌のため
の材料が尿等に曝されるから、その効果が短時間で失われてしまう。
【０００７】
　特表２００９－５４１６２１（特許文献３）には、便器内の空気を吸引する吸引装置を
設けた便座が記載されており、吸引装置に悪臭除去フィルタと殺菌ランプを設けている。
【０００８】
　しかし、この装置は便器内から便器の外に出る空気を殺菌することを目的としており、
便器自体及び便器内に存在する空気が殺菌・消毒されるものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】　特開２００３－２８４７６４
【特許文献２】　特許５５１９５０８
【特許文献３】　特表２００９－５４１６２１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　それ故、本発明の目的は、不特定または特定多数の人が使用する共同便所、病院等の便
器を経由する、ウィルス等の感染を防止する方法において、尿等による汚染を受けにくく
、効果が持続する方法の実現にある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明の上記目的は、便器の蓋の下面、便座の下面、便座開口部の内面のいずれか１以上
に、気体状の二酸化塩素を発生するシート状の二酸化塩素発生源を設けて、この二酸化塩
素発生源より二酸化塩素を発生させ、この二酸化塩素により便器の内部および周辺の細菌
、ウィルス等を滅殺または不活性化して、便器経由の病原体感染を防止する、感染防止方
法によって達成される。
【００１２】
　二酸化塩素発生源を便器の蓋の下面または便座開口部の内面に設けると、洗浄水の飛沫
等で汚れにくく、簡便でもあり、便器経由の感染を防止するのに有効である。便器の蓋の
下面に二酸化塩素発生源を設けるのが特に有利である。
【００１３】
　シート状の二酸化塩素発生源を装着位置に接着するのが、簡便な方法である。両面接着
テープにより接着するのは、特に簡便である。二酸化塩素発生源が可撓性であると、接着
するのに好都合である。
【００１４】
　二酸化塩素発生源は、上記のいずれか１以上の場所に、必要に応じて離脱が可能なよう
に装着すると、効果が失われたときや、汚れたとき、二酸化塩素発生源を交換するのが容
易である。
【００１５】
　二酸化塩素発生源が可撓性であると取扱い易く、便器の蓋の下面等に両面接着テープに
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より接着するのに好適である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の方法によると、不特定または特定多数の人が使用する共同便所、病院等の便器
を経由するウィルス等の感染を、防止することができ、しかも簡便に実施できる。
【００１７】
　特に二酸化塩素発生源を便器の蓋の下面や便座の下面等に設けると、洗浄水の飛沫等で
汚れにくく、設置又は更新（交換）も簡単である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】　（ａ）　本発明の方法を実施する前の便器の斜視図　（ｂ）　本発明の方法を
実施する前の便座の断面図　（ｃ）　本発明の方法を実施する前の便座及び便器本体の断
面図
【図２】　本発明の第一の実施形態を示す斜視図
【図３】　本発明の第二の実施形態における便座の断面図
【図４】　本発明の第二の実施形態における便座及び便器本体の断面図
【図５】　本発明の第三の実施形態における便座の断面図
【図６】　本発明の第三の実施形態における便座及び便器本体の断面図
【図７】　二酸化塩素発生源の具体例としての積層体の断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　図１は本発明の方法を実施する前の便器の例を示す。便器１０は便器本体１、便座２、
蓋３から成る。図１（ａ）は便器の斜視図、図１（ｂ）は図１（ａ）の線分ｘｘに沿った
便座２の断面を示し、図１（ｃ）は便座２の使用状態での便器本体１（部分）および便座
２の断面を示す。
【００２０】
（第一の形態）
　本発明の実施の第一の形態は、便器の蓋の下面に、気体状の二酸化塩素を発生するシー
ト状の二酸化塩素発生源を設け、この二酸化塩素発生源より二酸化塩素を発生させ、二酸
化塩素により便器の内部の細菌、ウィルス等を滅殺または不活性化して、便器経由の病原
体感染を防止する方法である。
【００２１】
　図２は、本発明の第一の実施形態を示す斜視図である。図１に示した便器の蓋３の裏に
二酸化塩素発生源４を設置する。
【００２２】
　二酸化塩素発生源４は、例えば、亜塩素酸塩から成る第一の成分を含浸した第一の多孔
質層と、酸性物質またはｐＨ緩衝剤から成る第二の成分を含浸した第二の多孔質層が、直
接又は第三の多孔質層を介して接合された積層体である。第一の成分または第二の成分に
吸湿性物質を含む。
【００２３】
（第二の形態）
　本発明の実施の第二の形態は、便座開口部の内面に、気体状の二酸化塩素を発生するシ
ート状の二酸化塩素発生源を設け、この二酸化塩素発生源より二酸化塩素を発生させ、二
酸化塩素により便器の内部の細菌、ウィルス等を滅殺または不活性化して、便器経由の病
原体感染を防止する方法である。
【００２４】
　図３及び図４は本発明の第二の形態を示す断面図である。図３は便座の図１（ｂ）に相
当する断面を示し、図４は便器本体（部分）および便座の、図１（ｃ）に相当する断面を
示す。二酸化塩素発生源４は、便座２の内側の面２ａ（図１参照）に設置される。二酸化
塩素発生源４は通常、便器の蓋に設ける場合（実施の第一の形態）よりも細くする必要が
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【００２５】
（第三の形態）
　本発明の実施の第三の形態は、気体状の二酸化塩素を発生するシート状の二酸化塩素発
生源を便座の下面に設け、この二酸化塩素発生源より二酸化塩素を発生させ、二酸化塩素
により便器の内部の細菌、ウィルス等を滅殺または不活性化して、便器経由の病原体感染
を防止する方法である。
【００２６】
　図５及び図６は本発明の第三の形態を示す断面図である。図５は便座の、図１（ｂ）に
相当する断面を示し、図６は便器本体（部分）及び便座の、図１（ｃ）に相当する断面を
示す。二酸化塩素発生源４は便座２の下面２ｂ（図１参照）に設置される。
【００２７】
　二酸化塩素発生源４の具体例は、亜塩素酸塩から成る第一の成分を含浸した第一の多孔
質層と、酸性物質またはｐＨ緩衝剤から成る第二の成分を含浸した第二の多孔質層が、直
接に又は第三の多孔質層を介して、接合された積層体である。前者（直接に接合）の例を
図８に示す。図８は積層体の断面を示し、積層体１０は多孔質層１１と多孔質層１２から
成る。多孔質層１１は亜塩素酸塩を含み、多孔質層１２はｐＨ緩衝剤と吸湿剤を含む。ｐ
Ｈ緩衝剤は例えばクエン酸１ナトリウム、吸湿剤は例えばグリセリンである。便器の蓋等
に固定するには、例えば、積層体１０のいずれかの面を図２等に示す位置に、例えば両面
接着テープ等で貼り付ける。
【００２８】
　多孔質層１１は亜塩素酸塩、例えば亜塩素酸ナトリウムの、水溶液の含浸と乾燥により
、多孔質層１２はｐＨ緩衝剤と吸湿剤の水溶液の含浸及び乾燥により、それぞれ形成され
る。
【００２９】
　多孔質層１２に含まれる吸湿剤が便器内の水蒸気を吸収すると、ｐＨ緩衝剤が溶解し、
多孔質層１１に拡散・浸透して亜塩素酸塩と反応し、二酸化塩素が発生する。
【符号の説明】
１　便器本体
２　便座
２ａ　便座２の内側の面
２ｂ　便座２の下面
３　蓋
４　二酸化塩素発生源
１０　積層体
１１　多孔質層
１２　多孔質層
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